
卒業研究発表会 

素粒子・原子核・宇宙理論分野 

  

日時：２０２６年２月１９日（木）９:００－１３:３０ 

場所：大岡山西講義棟１ WL１－３０１ 

発表時間：２０分（発表１５分＋議論５分） 

 注意：４年生は必ず最初から最後まで出席し，１人１回以上質問すること。 

時間 

Time 

氏名 

Name 

論 文 題 目 

Title 

指導教員 審査員 

9:00-9:20 加藤 雅也 常流体、超流体の２成分流体中性

子星模型を用いたグリッチ現象の流

体力学的シミュレーション   

関澤 須山 

9:20-9:40 木内 耀介 虚時間法を用いた天体内部で起こ

る二体放射捕獲反応率の計算 

関澤 須山 

9:40-10:00 田中 大智 Finite Range Liquid Drop Model を

用いた原子核構造計算コードの開

発と妥当性の検証 

関澤 今村 



10:00-10:20 小野良 弥宥 素粒子散乱におけるエンタングルメ

ントの生成 

慈道 今村 

10:20-10:40 大田 唯 非有界自己共役作用素のスペクト

ル分解定理 

慈道 伊藤 

10:40-11:00 末﨑 明香凜 超新星ニュートリノの時間遅延によ

るダークマター・ニュートリノ相互作

用断面積の制限 

堀内 伊藤 

11:00-11:20 岩堀 拓己 宇宙線を用いた暗黒物質探索の解

析と制限の改善 

堀内 慈道 

10分休憩 

11:30-11:50 松田竜典 重力マイクロレンズ効果によるMAC

HOsダークマター仮説の理論的考

察 

須山 慈道 

11:50-12:10 鈴木集 重力レンズにおける特異点分類と

フラックス比異常 

須山 堀内 

12:10-12:30 小武龍斗 共形場理論を用いた弦理論の臨界

次元の導出 

今村 堀内 



12:30-12:50 花園瑞稀 II型超弦理論におけるT-双対性 今村 関澤 

12:50-13:10 石橋怜将 超弦理論における量子化と物理的

状態の解析 

伊藤 関澤 

13:10-13:30 日田進之介 ゲージ理論におけるカイラルアノマ

リーの幾何学的構造 

 

伊藤 関澤 
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■　日　　時 令和8年 (2026年) 2月19日 (木)　12：40～17：00

■　場　　所 西講義棟2　WL2-301

※各発表は15分（発表）＋5分（質問）とする。（発表時間は厳守のこと）

※物性実験グループの卒研生は、必ず1回以上質問し、少なくとも8件以上の発表について

　 感想・意見を本日中に提出すること

※卒研生、指導教員以外の聴衆（特に学部3年生）からの質問も歓迎する。

氏名 タイトル 主査 副査

1 12:40 ～ 13:00 秋吉　翔真
Si(111)√3×√3-Pb表面上における分子性ハニカム格子の作製とその
エッジ状態測定

平原 打田

2 13:00 ～ 13:20 宇田川　大輔 交替磁性体候補物質CrSb薄膜の作製および電子状態評価 平原 賀川

3 13:20 ～ 13:40 田中　恵太 RuO2自立膜の作製と超伝導特性の評価 打田 平原

4 13:40 ～ 14:00 手塚　直大 磁性ワイル半金属薄膜における異常ホールエッジ流の測定 打田 賀川

5 14:10 ～ 14:30 中村　光希 EuA2X2系化合物の新規薄膜作製と面内異常ホール特性の評価 打田 蒲

6 14:30 ～ 14:50 飯田　祐子 熱伝導下の非平衡状態にある水の気液共存系における圧力発振 賀川 平原

7 14:50 ～ 15:10 中村　真緒
レーザードップラー振動計を用いた電流誘起歪み測定系の構築と変位応
答解析

賀川 打田

8 15:10 ～ 15:30 吉田　希光
ラマン分光測定による軌道縮退系 BaV_{10-x}Ti_xO_{15} の一次相転移ダ
イナミクスに関する研究

賀川 藤澤

9 15:40 ～ 16:00 熊木　陽大 円柱型ゲート電極により形成した量子アンチドットのクーロン振動特性 藤澤 賀川

10 16:00 ～ 16:20 松本　瑞生
動的量子ドットを用いたエネルギー可変の周期的単電子放出に関するシ
ミュレーション

藤澤 蒲

11 16:20 ～ 16:40 平松　奏人 二次元物質を用いた電気二重層トンネル発光デバイス 蒲 打田

12 16:40 ～ 17:00 吉田　悠人 二次元物質の転写プロセスにおける歪み制御と評価 蒲 藤澤

令和7年 (2025年) 度 物理学系 卒業論文発表会 物性実験分野　A

時間

　休憩（10分）

　休憩（10分）



■　日　　時 令和8年 (2026年) 2月19日 (木)　12：40～17：20

■　場　　所 西講義棟2　WL2-401

※各発表は15分（発表）＋5分（質問）とする。（発表時間は厳守のこと）

※物性実験グループの卒研生は、必ず1回以上質問し、少なくとも8件以上の発表について

　 感想・意見を本日中に提出すること

※卒研生、指導教員以外の聴衆（特に学部3年生）からの質問も歓迎する。

氏名 タイトル 主査 副査

1 12:40 ～ 13:00 亀井　生彩
原子干渉型量子ジャイロスコープの高感度化にむけた高輝度・高指向性
熱原子ビームの生成

上妻 佐藤

2 13:00 ～ 13:20 波多野　裕美
原子干渉計応用に向けた光周波数コムによる異波長レーザー位相同期系
の開発と位相揺らぎ評価

上妻 向山

3 13:20 ～ 13:40 菅沼　勇輝 円偏光ラマン分光法による多極子秩序の観測 佐藤 納富

4 13:40 ～ 14:00 中苑　拓海
磁性多層膜における超高速スピン流変換に起因するテラヘルツ波放射測
定

佐藤 上妻

5 14:10 ～ 14:30 山本　啓達 α水晶におけるコヒーレントフォノン励起と偏光選択則の検証 佐藤 松下

6 14:30 ～ 14:50 大島　由毅斗
DNA紫外損傷を観察するための顕微鏡組み立てと観察用プログラムの作
成

松下 上妻

7 14:50 ～ 15:10 柴田　珠希 ZnOの光伝導性を利用したヤヌス粒子の推進速度の時空間制御 西口 佐藤

8 15:10 ～ 15:30 堤　慶太郎 圧縮性アクティブ流体の外部ポテンシャルに対する応答の数値解析 西口 松尾

9 15:40 ～ 16:00 大日向　佑介
フォトニック結晶を用いた非エルミートスキン効果の生成法と観測に関する
研究

納富 西口

10 16:00 ～ 16:20 井上　蒼太 カイラル光素子の光軌道角運動量スペクトル観測法の研究 納富 佐藤

11 16:20 ～ 16:40 長柄　龍乃丞
グラフェンPN接合を有するジョセフソン接合デバイスの作製と電子輸送特
性

松尾 納富

12 16:40 ～ 17:00 三橋　翔 スピンバルブで制御可能なグラフェンジョセフソン接合の作製技術開発 松尾 西口

13 17:00 ～ 17:20 竹内　元也 トラップされたイオンの変位測定による微弱静電場の検出 向山 松尾

令和7年 (2025年) 度 物理学系 卒業論文発表会 物性実験分野　B

時間

　休憩（10分）

　休憩（10分）
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